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１．はじめに 

 日本における高齢化のスピードは緩むことなく 1970年、

高齢化比率が 7％超え高齢化社会が到来、1995 年には高

齢化比率 14.5％で高齢社会となり、ついに 2007年には高

齢化比率は 21％を超え超高齢社会に突入した。（図 1） 

この間、高齢者保険福祉政策は 1963年老人福祉法、1982

年には老人保健法が制定され施設の緊急整備と在宅福祉

の推進等が行われた。しかし老人医療費の増大、社会的入

院や寝たきり老人の社会的問題など「老人福祉」と「老人

医療」制度による対応では限界が出てきた。そこで国は高

齢者介護を社会全体で支え合う仕組み（介護保険制度）を

1995年より準備し、2000年から施行し現在に至っている。 

 今回、我々は介護に関わる研究を行うにあたり、法制

度・国自治体の取組・社会背景等年代を追って調査し、日

本における介護政策の経緯と実態を明らかにしたので事

例と共にここに報告する。 

 

２．福祉・介護政策の経緯 

 「介護」という言葉が出てきたのは高度経済成長期 1960

年代に入ってからである。それまでは医療中心の社会保障

政策であった。高度経済成長が始まり生活水準が向上し

1963 年老人福祉法が制定され「医療」から「福祉」の独

立、福祉の中の「介護サービス」の萌芽がみられる。1973

年老人福祉法改正で老人医療費無料化が実施され、健康保

険法改正、年金制度改正も行われ「福祉元年」と呼ばれる。 

 ところが同年末から経済低成長に移行し、社会的入院や

寝たきり老人の社会問題化、老人医療費の増大が大問題と

なる。1982 年老人保険法制定により老人医療が有料化し、

政策の大きな流れは入院から在宅医療・介護へと変化する。 

 ゴールドプラン発表により老人福祉法等福祉関係八法

改正が行われ、厚労省私設機関が高齢者の自立支援・社会

保険システムの提言を行って後に介護保険法が制定され

る、というように厚労省でまず政策の骨格が練られ国会に

かけて法律制定というパターンが繰り返される。97 年に

介護保険法が成立し 98 年から営利法人が参入を始め 2000

年からついに介護保険法が施行される。しかし当初の予想

以上に要介護認定者が急増し介護市場に参入してくる企

業も多かった。そこで 2015 年に地域包括ケアシステムの

構築に向けた改正が行われ、たとえ要介護状態になっても

できるだけ住み慣れた地域で生活を維持する状況を実現

するため、在宅医療・介護連携・予防給付・認知症施策の

充実など保険の枠組みを越えた市町村の取り組みが多様

化してきている。（図 2） 

 

３．調査方法 

� グループワーク 

    期間：2016 年 6月 11 日〜7月 16 日  

� 新宿区へのフィールドワーク 

    日時：2016 年 7月 13 日 14:00～15:00 

    場所：新宿区福祉部高齢者支援課 

    内容：認知症サポーター活動状況 

� 川崎市中原区へのフィールドワーク 

    日時：2016 年 7月 15日 13:00～16:00 

    場所：川崎市中原区地域保健福祉課 

    内容：地域生活を支える認知症対策について 

 

 

図１図１図１図１    人口と年齢構成（高齢化率）の推移人口と年齢構成（高齢化率）の推移人口と年齢構成（高齢化率）の推移人口と年齢構成（高齢化率）の推移    

（出典（出典（出典（出典::::公的介護保険制度の現状と今後の役割公的介護保険制度の現状と今後の役割公的介護保険制度の現状と今後の役割公的介護保険制度の現状と今後の役割    平成平成平成平成 27272727 年）年）年）年）    

図２図２図２図２    高齢者保健福祉政策の流れ高齢者保健福祉政策の流れ高齢者保健福祉政策の流れ高齢者保健福祉政策の流れ    

（出典（出典（出典（出典::::公的介護保険制度の現状と今後の役割公的介護保険制度の現状と今後の役割公的介護保険制度の現状と今後の役割公的介護保険制度の現状と今後の役割    平成平成平成平成 27272727 年）年）年）年）    
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４．事例研究： 

共通テーマ「認知症の方が自宅で暮らせるために行政と住

民が協働で行っていること」 

 

(1)神奈川県川崎市（人口 156 万人,人口増加率 5.8%） 

 対策は次の通りである（図 3）。１、予防①定期的な認知

症講演会の開催、②区内にある聖マリアンナ医科大学教授

と共に開発した「パンジー体操」の普及、２、相談①外出

できなくなった方の仲間づくりの場「はつらつ中原」開設、

②地域包括支援センターが区内にある日本医科大学武蔵

小杉病院と連携して作った「街ぐるみ認知症相談センタ

ー」、３、見守り①認知症の理解を深める「認知症サポー

ター養成講座」、②認知症の家族を支える「川崎市認知症

ネットワーク」、③認知症専門家と家族を繋げる「認知症

を支える家族の集い」。中原区では、必要な人が必要な時

に必要なケアが受けられるように地域の身近なところに

認知症高齢者や家族を支えるための取り組みを進めてい

る。また市民は、それぞれの活動の運営主体などに関わり

繋がりの強化や認知症への理解を深めている。 

    

（2）東京都新宿区（人口 33 万人,人口増加率 6.7％） 

2004 年に「痴呆」という用語が「認知症」に改められ

たことなどを契機とし、2005 年 4 月に「認知症サポータ

ー制度」がスタートした。認知症サポーターとは「認知症

に関する正しい知識と理解を持ち、地域や職場で認知症の

人や家族に対してできる範囲での手助けをする人」である。 

2016 年 6 月末現在、全国で 7,732,475 人、新宿区にお

いては 16,239 人の認知症サポーターが養成された。それ

ぞれが地域の中で様々な活動をしている。（図 4） 

 

５．おわりに 

 度重なる制度見直しにより、給付の抑制・介護報酬の縮

減・受給権者の対象縮減・障害者福祉との統合など、財政

的な持続可能性のため、利用者からは不満の声があがって

いる。高齢者が住みなれた地域でいつまでも健やかに暮ら

すために予防することは万が一、介護が必要な状況になっ

ても重度化を防ぐなど地域包括支援センターで行う介護

予防マネジメントへとつなげる要介護予防者のモニタリ

ングこそが、今後自治体が取り組むべき課題である。 

 今後はさらに介護保険の範囲を超え、医療を含む地域で

のコミュニティを構想する大きなネットワークを構築す

る地域包括ケアシステムの強化が必要であると考える。自

治体の独自システムによる保険給付以外の保健・福祉・医

療の対応が必要となる。福祉としての地域トータルケアの

取組みと、自治体の責任が課題である。 
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図３図３図３図３    中原区の認知症対策中原区の認知症対策中原区の認知症対策中原区の認知症対策    

（出典（出典（出典（出典::::フィールドワーク調査より筆者作成フィールドワーク調査より筆者作成フィールドワーク調査より筆者作成フィールドワーク調査より筆者作成））））    

図４図４図４図４    新宿区における認知症サポーター活動状況新宿区における認知症サポーター活動状況新宿区における認知症サポーター活動状況新宿区における認知症サポーター活動状況    

（出典（出典（出典（出典::::フィールドワーク調査より筆者作成フィールドワーク調査より筆者作成フィールドワーク調査より筆者作成フィールドワーク調査より筆者作成））））    
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